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１．組織の概要と認証・登録の対象範囲
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➡事業者名及び代表者名

株式会社　折園

代表取締役　門司　大介

➡所　在　地

本　　社 〒807-0863　　福岡県北九州市八幡西区大膳一丁目１４番２２号

資材倉庫 〒807-0863　　福岡県北九州市八幡西区大膳一丁目１５番７号

➡法人設立年月日

1979年（昭和54年）2月　設立開業

➡環境管理責任者及び事務局連絡先

環境管理責任者　：　門司　大介

T　E　L   　　 　　　：　093－601-1528 F　A　X　：　093－691-3063

連絡担当者　　　　：　門司　大介

T　E　L    　　　　　：　093－601-1528 F　A　X　：　093－691-3063

E-mail    　   　　　：　info@orien.co.jp

➡事業活動の内容

土工工事業・とび土木工事業・石工事業・造園土木業

福岡県知事許可　特（般）-3　第52431号　（R3.3.20～R8.3.19）

一般廃棄物処分業・産業廃棄物収集運搬業・産業廃棄物処分業

北九州市長許可　北九-廃　第２２２号（一般廃棄物処分業）

福岡県知事許可　第０４０００１２７２０５号（産業廃棄物収集運搬業）

北九州市長許可　第０７６２０１２７２０５号（一般廃棄物処分業）

➡資　本　金

２，０００万円

➡事業規模

売上高　２３５　百万円　（R3.8.1～R4.7.31），事業年度：8月～7月

工事件数　５８　件

全従業員　１０　名

➡対象範囲

建設工事（土工工事業・とび土木工事業・石工事業・造園土木業）

対象従業員　5　名

※廃棄物処理部は４年以内に拡大します。



２．環境経営方針
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➡　環 境 理 念

株式会社折園は、地球環境保全また改善を重要な課題と位置づ
け、造園緑化維持管理等の事業活動を通じて環境への負担軽減
に積極的に継続的改善に取り組み緑豊かな社会の実現を目指し
活動します。

➡　 行 動 指 針

・省エネルギーの推進

・二酸化炭素排出削減への取り組み

・水使用量の削減

・建設材料や副資材等のリサイクル化

・廃棄物の削減

・環境負荷の低減に資する設計・提案の推進

・農薬等の適正使用と使用量の管理

・環境関連法規を遵守

・環境経営方針は全従業員に周知徹底

2023年4月3日 制定

株式会社折園

代表取締役　門司　大介



３．実施体制及び全体組織図
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所属 役割・責任・権限

代表取締役 1.環境管理責任者（EA21責任者）の任命

2.環境経営方針の策定

3.経営資源の準備

4.代表者による全体の評価と見直し

5.環境経営レポートの承認

6.環境経営目標及び環境経営計画の承認

環境管理責任者 1.EA21システムの確立、実施推進、維持管理

2.環境への負荷および取組への自己チェックの実施

3.環境経営目標及び環境経営計画の策定

4.環境経営レポートの作成

5.EA21に関する実績把握と報告

6.EA21環境経営マニュアルの作成

各部門長 1.環境経営計画の実施

工事現場代理人 2.問題点の是正処置の実施

3.教育訓練の実施

EA21事務局等 1.環境経営目標及び環境経営計画の結果確認

2.EA21に関する審議

3.問題点が発生した場合は必要な是正処置を 検討する

4.環境管理責任者の補佐業務

5.環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況確認

6.環境文書及び記録の作成、管理

7.その他EA21に関する業務 5.教育、訓練計画の策定の実施

※全従業員は、当社の事業活動を理解し、策定環境方針の下、環境の目標の達成の

向けて、環境活動計画に基づき一致団結して取り組みます。

総務部

EA21実施体制組織図（　　　対象範囲）

営業部工事部廃棄物処理部

代表取締役

門司大介

環境管理責任者

門司大介

EA21事務局等

総務部



４．環境経営目標

-4-

2023年度及び中長期

　環境経営目標（試行期間）

2023.5～7月

（試行期間）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.0％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

注1．PRTR該当の化学物質は使用していないので目標に取り上げていない。
注2．購入電力の二酸化炭素搬出係数は0.382ｋｇ-CO2/kWh(九州電力㈱、2021年度)を用いた

0件/月 0件/月

会社周辺の清掃 回 12/年 1回/月 1回/月 1回/月 1回/月 1回/月

自らが提供するサービスの改善
事故防止、苦情削減

件 0件/年 0件/月 0件/月 0件/月

210,266以下 209,204以下

水使用量の削減 ㎥ 49 12
12以下 49以下 49以下 48以下

産業廃棄物排出量の削減 kg 212,390.00 53,097.500

52,832以下 211,328以下

948以下 944以下 

一般廃棄物排出量の削減 kg 159,180.00 39,795.0
39,596以下 158,384.1以下 157,588.2以下 156,792.3以下

軽油使用量の削減 ℓ 958 240
238以下 953以下

2,511以下 2,499以下 2,486以下

電力使用量の削減 ｋＷｈ 2,841 710
707以下 2,827以下

ガソリン使用量の削減 ℓ 2,524 631
628以下

2,341以下 9,366以下 9,318以下 9,271以下

2,799以下 2,784以下

100％維持 100％維持 100％維持

環境目標 単位

基準年度 目　　標

2022年度  2022年（3ヶ月） 2023年度 2024年度 2025年度

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-ＣＯ₂ 9,413 2,353

建設リサイクル率の向上 % 100 100 100％維持



５．環境経営計画
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1.二酸化炭素排出量

活動項目 責任者 　　活　動　計　画

5～7月 8～10月 11月～1月 1～4月

冷暖房適正温度の厳守（冷房26℃暖房20℃）
冷房使用期 6

～9月

暖房使用期 11

～3月

空調機フィルター清掃・室外機点検
ﾌｨﾙﾀｰ清

掃
ﾌｨﾙﾀｰ清

掃
ﾌｨﾙﾀｰ清

掃
ﾌｨﾙﾀｰ清

掃

電気使用量削減 ｻｰｷｭﾚｰﾀｰで空気の循環　　室内温度の調整

使用後のｺﾋﾟｰ機・ﾌﾟﾘﾝﾀｰは常に電源ＯＦＦ

昼休み・作業時・残業時の不要な照明の消灯

帰宅時にはパソコンの電源ＯＦＦ

ハイブリット車の導入
事務責任者

タイヤ空気圧定期点検・定期的エンジンオイル交
換のチェック 　重機未使用時エンジン停止

現場移動の乗合いの実施

エコドライブ・アイドリンｸﾞストップの励行

２.一般廃棄物・産業廃棄物排出量

紙使用量の削減 無駄紙・ミスプリントの減少　ペーパーレスの実行

資源の節約 裏紙利用の徹底　　封筒の再利用

廃棄物削減 分別・リサイクルの徹底

リサイクル率向上 再生利用及び再資源化率の向上

3．水使用量

水使用量削減 節水活動の徹底
事務責任者
現場責任者

4．環境に配慮した工事施工・効率化・地域貢献活動

作業時間の短縮化の推進

KY活動・安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

騒音・振動の発生防止 低騒音型建設機械使用の徹底

苦情ゼロの維持 作業工程の工夫など影響の最小限化
地域との協調と
景観保存 整理整頓・住民との環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進

清掃活動 全員参加の実施 事務責任者

ガソリン・軽油使用量
削減

現場責任者

実　　　　　行

事務責任者

実　　　　行

実　　　　行

事務責任者
現場責任者

実　　　　　行

事務所・現場の施錠する前に
最終点検・実行

工事施工の効率化
向上
(無事故・無災害）

現場責任者
　各現場で随時実行

現場責任者



6-1　環境経営目標と実績・評価（試行期間）

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容
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目　　標

2023.5～7月

（試行期間）

（0.5％）

（0.5％）

（0.5％）

（0.5％）

（0.5％）

（0.5％）

（0.5％）

注１．PRTR該当の化学物質は使用していないので目標に取り上げていない。
注２．二酸化炭素排出係数は2020年度九州電力の調整後排出係数0.382(kg-CO2/kWh)を使用。
注３．対目標比　〇：100％以下、△：110%以下、ｘ：110 %

0件/月 〇

会社周辺の清掃 回 12/年 1/月 1回/月 1回/月 1回/月 〇

自らが提供するサービスの改善
事故防止、苦情削減

件 0件/年 0件/月 0件/月 0件/月

0% 〇

水使用量の削減 ㎥ 49 12
12

11 90% 〇

産業廃棄物排出量の削減 kg 212,390.00 53,097.500
52,832

0

105% △

一般廃棄物排出量の削減 kg 159,180.00 39,795.0
39596

35500.0 90% 〇

軽油使用量の削減 ℓ 958 240
238

249

512 82% ○

電力使用量の削減 ｋＷｈ 2,841 710
707

621

ガソリン使用量の削減 ℓ 2,524 631
628

2,067 88% 〇

88% 〇

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-ＣＯ₂ 9,413 2,353
2,341以下

環境目標 単位

基準年度 実績

2022年度
2022年
（3ヶ月）

実績値
(3ヵ月)

対目標比
(%)

達成
区分

100％維持 100％維持 ○建設リサイクル率の向上 ％ 100 100 100％維持



6-2　実施した取組内容

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容
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1.二酸化炭素排出量

冷暖房適正温度の厳守（冷房26℃暖房20℃） ○ 厳守できている。今後も継続する。

空調機フィルター清掃・室外機点検 ○ 厳守できている。今後も継続する。

電気使用量削減 ｻｰｷｭﾚｰﾀｰで空気の循環　　室内温度の調整 ○ 厳守できている。今後も継続する。

使用後のｺﾋﾟｰ機・ﾌﾟﾘﾝﾀｰは常に電源ＯＦＦ ○ 厳守できている。今後も継続する。

昼休み・作業時・残業時の不要な照明の消灯 ○ 厳守できている。今後も継続する。

帰宅時にはパソコンの電源ＯＦＦ ○ 厳守できている。今後も継続する。

ハイブリット車の導入 × 購入に至っていない。
タイヤ空気圧定期点検・定期的エンジンオイル交換のチェック 　重
機未使用時エンジン停止 ○ 厳守できている。今後も継続する。

現場移動の乗合いの実施 ○ 厳守できている。今後も継続する。

エコドライブ・アイドリンｸﾞストップの励行 ○ 厳守できている。今後も継続する。

２.一般廃棄物・産業廃棄物排出量

紙使用量の削減 無駄紙・ミスプリントの減少　ペーパーレスの実行 ○ 厳守できている。今後も継続する。

資源の節約 裏紙利用の徹底　　封筒の再利用 ○ 厳守できている。今後も継続する。

廃棄物削減 分別・リサイクルの徹底 ○ 厳守できている。今後も継続する。

リサイクル率向上 再生利用及び再資源化率の向上 ○ 厳守できている。今後も継続する。

3．水使用量

水使用量削減 節水活動の徹底 ○ 厳守できている。今後も継続する。

4．環境に配慮した工事施工・効率化・地域貢献活動

作業時間の短縮化の推進 ○ 厳守できている。今後も継続する。

KY活動・安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施 ○ 厳守できている。今後も継続する。

騒音・振動の発生防止 低騒音型建設機械使用の徹底 ○ 厳守できている。今後も継続する。

苦情ゼロの維持 作業工程の工夫など影響の最小限化 ○ 厳守できている。今後も継続する。
地域との協調と
景観保存 整理整頓・住民との環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進 ○ 厳守できている。今後も継続する。

清掃活動 全員参加の実施 ○ 厳守できている。今後も継続する。

工事施工の効率化向上
(無事故・無災害）

活動項目

ガソリン・軽油使用量削減

実施
状況

評価及び次年度取り組み内容

実施
状況

評価及び次年度取り組み内容

活動項目

活動項目 評価及び次年度取り組み内容

活動項目
実施
状況

評価及び次年度取り組み内容

実施
状況



７．次年度の取り組み
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７－１　　2023年度及び中長期環境経営目標

基準年度

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.0％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

注1．PRTR該当の化学物質は使用していないので目標に取り上げていない。
注2．購入電力の二酸化炭素搬出係数は0.382ｋｇ-CO2/kWh(九州電力㈱、2021年度)を用いた

環境目標 単位

目標

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

9,318以下 9,271以下

電力使用量の削減 ｋＷｈ 2,841
2,827以下 2,799以下 2,784以下

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-ＣＯ₂ 9,413
9,366以下

2,499以下 2,486以下

軽油使用量の削減 ℓ 958
953以下 948以下 944以下 

ガソリン使用量の削減 ℓ 2,524
2,511以下

157,588.2以下 156,792.3以下

産業廃棄物排出量の削減 kg 212,390.00
211,328以下 210,266以下 209,204以下

一般廃棄物排出量の削減 kg 159,180.00
158,384.1以下

100％維持 100％維持

水使用量の削減 ㎥ 49
49以下 49以下 48以下

建設リサイクル率の向上 % 100 100％維持

0件/月 0件/月

会社周辺の清掃 回 12/年 1回/月 1回/月 1回/月

自らが提供するサービスの改善
事故防止、苦情削減

件 0件/年 0件/月



７．次年度の取り組み
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1.二酸化炭素排出量

活動項目 責任者 　　活　動　計　画

8～10月 11月～1月 1～4月 5～7月

冷暖房適正温度の厳守（冷房26℃暖房20℃）
暖房使用期 11

～3月

冷房使用期 6

～9月

空調機フィルター清掃・室外機点検
ﾌｨﾙﾀｰ清

掃
ﾌｨﾙﾀｰ清

掃
ﾌｨﾙﾀｰ清

掃
ﾌｨﾙﾀｰ清

掃

電気使用量削減 ｻｰｷｭﾚｰﾀｰで空気の循環　　室内温度の調整

使用後のｺﾋﾟｰ機・ﾌﾟﾘﾝﾀｰは常に電源ＯＦＦ

昼休み・作業時・残業時の不要な照明の消灯

帰宅時にはパソコンの電源ＯＦＦ

ハイブリット車の導入
事務責任者

タイヤ空気圧定期点検・定期的エンジンオイル交
換のチェック 　重機未使用時エンジン停止

現場移動の乗合いの実施

エコドライブ・アイドリンｸﾞストップの励行

２.一般廃棄物・産業廃棄物排出量

紙使用量の削減 無駄紙・ミスプリントの減少　ペーパーレスの実行

資源の節約 裏紙利用の徹底　　封筒の再利用

廃棄物削減 分別・リサイクルの徹底

リサイクル率向上 再生利用及び再資源化率の向上

3．水使用量

水使用量削減 節水活動の徹底
事務責任者
現場責任者

4．環境に配慮した工事施工・効率化・地域貢献活動

作業時間の短縮化の推進

KY活動・安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙの実施

騒音・振動の発生防止 低騒音型建設機械使用の徹底

苦情ゼロの維持 作業工程の工夫など影響の最小限化
地域との協調と
景観保存 整理整頓・住民との環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの推進

清掃活動 全員参加の実施 事務責任者

工事施工の効率化
向上
(無事故・無災害）

現場責任者
　各現場で随時実行

事務責任者
現場責任者

ガソリン・軽油使用量
削減

現場責任者

事務所・現場の施錠する前に
最終点検・実行

実　　　　　行

実　　　　　行

実　　　　行

実　　　　行

事務責任者

現場責任者

７－２　　2023年度環境経営計画



廃掃法、建設リサイクル法、オフロード法、騒音規制法、振動規制法等
の遵守状況を確認した結果、環境関係法規への違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反の指摘、利益関係者からの訴訟等もありませんでした。

８．環境関連法規の遵守状況・違反と訴訟等の有無

９．代表者による全体評価と見直しの結果と指示

-10-

➡取組状況の全体評価

・取組状況は全体的に良好な結果で全社員一丸となってエコ活動に取組むことができました。

・お客様に満足いただき、また成果を上げ、喜ばれております。

・事故なく苦情なく、作業が完了しました。

➡次年度計画の見直し結果と今後の課題

・継続してエコ活動を推進します。

・今後とも立派な造園工事を行います。

・今後とも事故がないように安全管理を徹底します。

＜今後の課題＞

①使用燃料について 環境負荷の少ない軽油代替燃料の検討

②ＤＸによる業務の効率化（特に社員移動時間の削減や顧客満足の向上）


